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和 文 要 旨  

「 目 的 」 内 頚 動 脈 ―重 複 中 大 脳 動 脈 瘤 分 岐 部 の 未 破 裂 動 脈 瘤 に 関

し て 、 過 去 に コ イ ル 塞 栓 術 で の 治 療 の 報 告 は さ れ て い な い 。 今 回

我 々 は バ ル ー ン 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 に よ り 治 療 し た 内 頚 動 脈 ―重 複

中 大 脳 動 脈 分 岐 部 未 破 裂 動 脈 瘤 の 1 例 を 報 告 す る 。  

「 症 例 」7 1 歳 女 性 、頭 痛 性 精 査 で 左 重 複 中 大 脳 動 脈 と そ の 起 始 部

に 未 破 裂 動 脈 瘤 を 認 め た 。 w i d e  n e c k の 動 脈 瘤 で あ り 内 頚 動 脈 、

重 複 中 大 脳 動 脈 を 温 存 す る た め バ ル ー ン 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 施

行 、 周 術 期 合 併 症 は 特 に な く 治 療 経 過 は 良 好 で あ る 。  

「 結 論 」 バ ル ー ン 併 用 で の コ イ ル 塞 栓 術 は 内 頚 動 脈 、 重 複 中 大 脳

動 脈 を 温 存 し て の 瘤 内 塞 栓 が 可 能 で あ り 、 動 脈 瘤 や ネ ッ ク の 形 状

に よ っ て は 有 用 な 治 療 方 法 と 考 え る 。  

 

「 緒 言 」  

重 複 中 大 脳 動 脈 （ D u p l i c a t i o n  o f  t h e  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y :  

D M C A） は 内 頚 動 脈 （ i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y :  I C A） よ り 分 岐 す る

中 大 脳 動 脈 （ m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y :  M C A） の 破 格 で あ り 、 内 頚

動 脈 の 前 脈 絡 叢 動 脈 分 岐 部 の 遠 位 部 よ り 分 岐 し 、 シ ル ビ ウ ス 裂 を

通 過 し て M C A 領 域 の 一 部 を 還 流 し て い る 。 D M C A の 頻 度 は 剖 検

例 の 0 . 2～ 2 . 9％  と 報 告 さ れ て い る 1 ) 。 動 脈 瘤 合 併 の 頻 度 は 明 ら

か で は な い が 、 起 始 部 の 動 脈 瘤 に 関 し て は 報 告 が 少 な く 、 未 破 裂

動 脈 瘤 に 関 し て は 報 告 が １ １ 例 の み さ れ て い る 2 - 9 ) 。 １ １ 例 中 ９

例 は 開 頭 ク リ ッ ピ ン グ 術 で の 治 療 、 2 例 は 小 型 の た め 保 存 的 治 療

と な っ て お り 、 コ イ ル 塞 栓 術 で の 治 療 報 告 は さ れ て い な い 。  



し か し 、 こ の よ う な 動 脈 瘤 に 対 し て コ イ ル 塞 栓 術 が 可 能 な 症 例

も 存 在 す る 。 重 要 な の は I C A、 D M C A を 温 存 し て 動 脈 瘤 を 塞 栓 す

る こ と で あ る 。 w i d e  n e c k の 動 脈 瘤 で あ り 、 I C A、 D M C A を 温 存 す

る た め バ ル ー ン 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 に て D M C A 未 破 裂 動 脈 瘤 を 治

療 し た 1 例 を 報 告 す る 。  

 

「 症 例 提 示 」  

7 1 歳 女 性 、 頭 痛 性 精 査 の M R I , A で 左 内 頚 動 脈 未 破 裂 動 脈 瘤 を

指 摘 さ れ （ F i g .  1）、 精 査 、 加 療 目 的 に 当 科 紹 介 と な っ た 。 血 管 造

影 検 査 を 施 行 、 左 内 頚 動 脈 造 影 で 重 複 中 大 脳 動 脈 と 起 始 部 の 未 破

裂 動 脈 瘤（ 5 . 2 × 5 . 0 × 4 . 4 m m）、n e c k 長  3 . 9 m m、D / N（ d o m e / n e c k）

比  1 . 2 5 を 確 認（ F i g .  2 A ,  B）、前 脈 絡 叢 動 脈 は D M C A 起 始 部 近 傍 、

近 位 部 よ り 分 岐 を 確 認 し た 。 w i d e  n e c k の 動 脈 瘤 で あ り I C A ,  

D M C A を 温 存 す る た め バ ル ー ン 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 計 画 し た 。 虚

血 性 合 併 症 の 予 防 の た め 、 術 前 1 週 間 よ り ク ロ ピ ド グ レ ル 7 5 m g /

日 を 内 服 開 始 し た 。  

全 身 麻 酔 下 、右 大 腿 動 脈 よ り 7 F r シ ャ ト ル シ ー ス（ C o o k  M e d i c a l ,  

I n d i a n a p o l i s ,  I N ,  U S A）を 左 総 頚 動 脈 、7 F r  F U B U K I（ A s a h i  I n t e c c ,  

A i c h i ,  J a p a n）を 左 内 頚 動 脈 に 留 置 し た 。ヘ パ リ ン 4 0 0 0 単 位 を 静

注 し A C T 2 5 0 以 上 で 維 持 し た 。 は じ め に S L - 1 0  9 0 ° （ B o s t o n  

S c i e n t i f i c ,  N a t i c k ,  M A ,  U S A） を C H I K A I  1 4（ A s a h i  I n t e c c） を 用

い て D M C A に 誘 導 、 S c e p t o r  C  4 / 1 5 m m  （ M i c r o v e n t i o n ,  Tu s t i n ,  

C A ,  U S A） を C H I K A I  1 4 で s h e e p  t e c h n i q u e を 用 い て D M C A に 誘

導 、 バ ル ー ン を n e c k 部 に 留 置 、 S L - 1 0  9 0 °は C H I K A I を 用 い て 瘤



内 へ 留 置 し た （ F i g .  3 A）。 B a l l o o n  a s s i s t 下 に コ イ ル を 留 置 、 V-

Tr a k  1 0  C o s m o s  5 m m / 1 5 c m（ M i c r o v e n t i o n ,  A l i s o  V i e j o ,  C A ,  U S A）

に て f r a m i n g、O r b i t  G a l a x y  c o m p l e x  E x t r a s o f t  3 m m / 6 c m（ C o d m a n  

N e u r o v a s c u l a r ,  R a y n h a m ,  M A ）、 E D  c o i l  E x t r a s o f t  2 m m / 3 c m

（ K a n e k a  M e d i x  C o r p ,  K a n a g a w a ,  J a p a n）、 Ta r g e t  n a n o  H e l i c a l  

1 . 5 m m / 3 c m（ Ta r g e t ;  S t r y k e r ,  F r e m o n t ,  C A ,  U S A ) ,  Ta r g e t  n a n o  

H e l i c a l  1 . 5 m m / 2 c m ( Ta r g e t ) × 3 本 、 To t a l  7 本 、 3 3ｃ ｍ の コ イ ル を

留 置 、Ｖ Ｅ Ｒ 3 5 . 7％ 、最 後 の 造 影 で 動 脈 瘤 の 完 全 閉 塞 、ま た I C A、

D M C A の 温 存 を 確 認 （ F i g .  3 B）、 ま た 前 脈 絡 叢 動 脈 の 温 存 を 確 認

（ F i g .  3 C） し 終 了 し た 。 術 後 特 に 問 題 な く 、 経 過 は 良 好 、 術 翌 日

の M R I 拡 散 強 調 画 像 で は 急 性 期 脳 梗 塞 の 所 見 は な く （ F i g .  4 A）、

M R A で も 動 脈 瘤 の 描 出 は 認 め ず 、 I C A、 D M C A の 描 出 も 良 好 で あ

っ た （ F i g .  4 B）。 特 に 症 状 出 現 な く 術 後 5 日 目 に 独 歩 自 宅 退 院 と

な っ た 。 術 後 ４ 年 間 の フ ォ ロ ー を 行 っ て い る も 、 フ ォ ロ ー の M R I

で 再 発 所 見 は 認 め ず 経 過 良 好 で あ る 。  

 

「 考 察 」  

M C A の 破 格 と し て 頻 度 が 多 い の は 、 副 中 大 脳 動 脈 （ A M C A :  

a c c e s s o r y  M C A）、 D M C A で あ る 。 C r o m m p t o n ら 1 ) が I C A の 前 脈

絡 叢 動 脈 起 始 部 と I C A 先 端 部 の 間 か ら 発 生 し て M C A 領 域 の 一 部

を 還 流 す る 破 格 血 管 を 1 0 例 報 告 、A M C A と 命 名 し た 。ま た 同 時 に

前 大 脳 動 脈 に 起 始 部 を 有 し 同 様 の 分 布 を 示 す 動 脈 を 報 告 し た 。 そ

の 後 同 様 の 破 格 血 管 が 報 告 さ れ 1 9 7 3 年 Te a l ら 1 0 ) が I C A 起 源 の

も の を D M C A、前 大 脳 動 脈 起 源 の も の を A M C A と 命 名 し た 。共 に



シ ル ビ ウ ス 裂 内 を M C A （ M 1）と 伴 走 し 、M C A 領 域 の 一 部 を 還 流

し て い る 。そ れ ぞ れ 前 頭 葉 へ の 第 1 分 枝 で あ る o r b i t o f r o n t a l  a r t e r y、

側 頭 葉 へ の 第 1 分 枝 で あ る a n t e r i o r  t e m p o r a l  a r t e r y が 直 接 内 頚

動 脈 よ り 分 岐 す る a n o m a l y で あ る  1 0 - 1 2 ) 。 発 生 起 源 に 関 し て は

r e c u r r e n t  a r t e r y  o f  H e u b n e r が 拡 張 し た も の  1 3 ) 、 前 大 脳 動 脈 と 中

大 脳 動 脈 を 結 ぶ a n a s t o m o s i s が 残 っ た も の  1 4 .  1 5 ) と 言 っ た 報 告 が

さ れ て い る 。  

D M C A の 頻 度 は 剖 検 例 の 0 . 2～ 2 . 9％ と 報 告 さ れ て い る 1 ) 。 破 格

血 管 を 有 す る 症 例 は 脳 動 脈 瘤 を 合 併 す る こ と が あ る と さ れ て い

る が 、 重 複 中 大 脳 動 脈 瘤 で の 動 脈 瘤 合 併 の 頻 度 は 明 ら か で は な い

が 稀 で あ り 、C r o m m p t o n ら 1 ) の 剖 検 に よ る 報 告 に 始 ま り 、起 始 部

の 未 破 裂 動 脈 瘤 は １ １ 例 の 報 告 2 - 9 ) が さ れ て い る 。 本 症 例 を 含 め

た 1 2 症 例 の ま と め を Ta b l e .  1 に 示 す 。 平 均 年 齢 は 5 7 . 8 歳 、 ほ と

ん ど の 本 症 例 が 5 m m 以 下 の 動 脈 瘤 で あ り 、 1 例 の み 1 2 m m と 大

き な 瘤 の 報 告 が さ れ て い る 。 動 脈 瘤 の 部 位 と し て は 右 側 ４ 例 、 左

側 ８ 例 、 b l e b を 伴 っ た も の は １ 例 の み で あ っ た 。大 き さ の 非 常 に

小 さ い 2 例 で 保 存 的 治 療 の 報 告 が あ る が 、他 の 9 例 で は 治 療 法 と

し て 開 頭 ク リ ッ ピ ン グ 術 を 施 行 し 良 好 な 結 果 を 報 告 し て い る 。 未

破 裂 動 脈 瘤 に 対 す る コ イ ル 塞 栓 術 の 報 告 は な い 。  

D M C A は 側 頭 葉 、 基 底 核 等 へ の 重 要 な 血 流 源 と な っ て お り 、 治

療 の 際 に 温 存 す る こ と が 重 要 で あ る 。 K a i ら 4 ） は 癒 着 の た め 動 脈

瘤 と D M C A の 剥 離 が 困 難 な 症 例 で 浅 側 頭 動 脈 ―D M C A の バ イ パ ス

を 行 い 、 動 脈 瘤 を 親 動 脈 ご と 閉 塞 し て の 治 療 を 報 告 し て い る 。 ま

た 通 常 の n e c k ク リ ッ ピ ン グ 術 の 際 に 近 傍 の 前 脈 絡 叢 動 脈 、 内 側



レ ン ズ 核 線 条 体 動 脈 の 温 存 の た め 可 能 な 限 り 短 い ク リ ッ プ を 使

用 す る こ と が 重 要 で あ る 9 ) 。 血 管 内 治 療 に 関 し て は 、 動 脈 瘤 が

D M C A 起 始 部 に あ る た め D M C A を 温 存 し て の コ イ ル 塞 栓 が 難 し い

た め 、過 去 に 血 管 内 治 療 に よ る 報 告 は 破 裂 例 で 数 例 あ る の み で 1 6 -

1 9 ）、 未 破 裂 例 で は 渉 猟 し 得 た 範 囲 で は な い 。  

 こ の 数 年 、 W i d e  n e c k の 動 脈 瘤 に 対 し て バ ル ー ン n e c k  

r e m o d e l i n g で の コ イ ル 塞 栓 術 が 確 立 さ れ て お り 、最 近 で は ス テ ン

ト 併 用 塞 栓 術 も 広 く お こ な わ れ て い る 。 特 に M C A の 動 脈 瘤 は 開

頭 ク リ ッ ピ ン グ 術 の 方 が 適 し て い る 場 合 が 多 い も の の 、M C A 動 脈

瘤 の 血 管 内 治 療 に 関 し て 、 最 近 の ス テ ン ト 、 バ ル ー ン と い っ た

r e m o d e l i n g  d e v i s e の 発 達 に よ っ て ク リ ッ ピ ン グ と ほ ぼ 同 様 の 成

績 が 報 告 さ れ て き て い る  2 0 ) 。 本 症 例 で は 、 通 常 の M C A 動 脈 瘤 よ

り 深 部 で あ り 、動 脈 瘤 と M C A、D M C A と の 剥 離 が 困 難 で あ る と 判

断 し 、 血 管 内 治 療 を 選 択 し た 。  

我 々 の 症 例 で は そ の 形 状 か ら コ イ ル 塞 栓 術 が 可 能 と 判 断 し 、

D / N 比  1 . 2 5 と w i d e  n e c k で あ り D M C A を 温 存 す る た め バ ル ー ン

n e c k  r e m o d e l i n g で コ イ ル 塞 栓 術 が 可 能 で あ っ た 。  

 

「 結 語 」  

D M C A の 動 脈 瘤 合 併 は ま れ で あ る 。 D M C A 未 破 裂 動 脈 瘤 に お い

て 、 過 去 に ク リ ッ ピ ン グ 術 で の 治 療 報 告 は さ れ て い る が 、 血 管 内

治 療 で の 報 告 は さ れ て い な い 。 D M C A 未 破 裂 動 脈 瘤 に 対 す る 血 管

内 治 療 と し て は 初 め て の 報 告 で あ る 。 バ ル ー ン 併 用 で の コ イ ル 塞

栓 術 で I C A ,  D M C A を 温 存 し て 瘤 内 塞 栓 が 可 能 で あ り 、 動 脈 瘤 や



ネ ッ ク の 形 状 に よ っ て は 有 用 な 治 療 方 法 と 考 え る 。  

 

「 利 益 相 反 開 示 」  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  
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「 図 表 の 説 明 」  

F i g u r e  1 .  術 前 M R A ( M a g n e t i c  r e s o n a n c e  a n g i o g r a p h y )に て 左 内

頚 動 脈 ―重 複 中 大 脳 動 脈 分 岐 部 動 脈 瘤 を 認 め る 。   

 

F i g u r e  2 .  術 前 血 管 造 影 検 査  左 内 頚 動 脈 造 影  ( A : 斜 位 ,  B :  3 D -

D S A )  で 最 大 径 5 . 2  m m  の 内 頚 動 脈 ―重 複 中 大 脳 動 脈

分 岐 部 動 脈 瘤 を 認 め る 。 重 複 中 大 脳 動 脈 は 動 脈 瘤 ネ ッ

ク よ り 分 岐 し て い る 。  

 

F i g u r e  3 .  A :  術 中 w o r k i n g  a n g l e に て S c e p t e r  C が 瘤 頸 部 に 留 置

さ れ て い る 。  

      B :  術 直 後 の 左 内 頚 動 脈 造 影 正 面 像 で 動 脈 瘤 の 閉 塞 と 内

頚 動 脈 、 重 複 中 大 脳 動 脈 の 温 存 を 確 認 し た 。          

     C :  術 直 後 の 左 内 頚 動 脈 造 影 側 面 像 で 前 脈 絡 叢 動 脈 の

描 出 を 確 認 し た 。 白 矢 印 ： 前 脈 絡 叢 動 脈 。  

F i g u r e  4 .  A :  術 翌 日 の M R I 拡 散 強 調 画 像 で 脳 梗 塞 を 認 め な い 。  

      B :  術 翌 日 の M R A で 動 脈 瘤 の 描 出 は な く 、 内 頚 動 脈 と

重 複 中 大 脳 動 脈 が 問 題 な く 描 出 さ れ て い る 。  



Table1 Reported cases of an internal carotid artery - duplicated middle cerebral artery unruptured 
aneurysms 

   

        

case Author sex age aneurysm size bleb side therapy 
1 Takano et al. Neurol Med Chir, 1988 ［8］ M 74 <5mm - R clipping 
2 Noura et al. Acta Neurochir, 2000 ［7］ F 63 <5mm - L clipping 
3 Imaizumi et al. Surg Neurol, 2002 ［3］ M 52 <5mm - R clipping 
4  M 49 <5mm - L clipping 
5 Kai et al. Surg Neurol, 2006 ［4］ F 63 <5mm - L clipping 
6 Miyahara et al. No Shinkei Geka, 2009 ［6］ F 56 <5mm - R clipping 
7  M 58 7mm - L clipping 
8 Kimura et al. Neurol Med Chir, 2010 ［5］ F 60 <5mm + L clipping 
9 Elsharkawy et al. World Neurosurg, 2013 ［9］ M 62 12mm - L clipping 
10  F 49 <5mm - R conservative 
11  M 37 <5mm - L conservative 

12 our case F 71 5.3mm - L 
coil 

embolization 
        

F:Female  M:male        

R: Right  L: Left        



For Peer Review

 

Figure 1 

152x85mm (115 x 112 DPI) 

12/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 2A 

74x73mm (140 x 125 DPI) 

13/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 2B 

68x73mm (150 x 128 DPI) 

14/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 3A 

78x76mm (140 x 127 DPI) 

15/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

figure 3B 

105x108mm (72 x 72 DPI) 

16/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 3C 

160x169mm (72 x 72 DPI) 

17/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 4A 

63x73mm (150 x 150 DPI) 

18/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 4B 

97x73mm (150 x 150 DPI) 

19/21 ãƒšãƒ¼ã‚¸

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy


	Table
	Text_清書版
	Title
	参考_図

